
ス
ポ
ー
ツ

ア
ク
テ
ィ
ブ
…
軽
井
沢

歴
史

ふ
と
こ
ろ
深
い
…
軽
井
沢

植
物

自
然
い
ろ
の
…
軽
井
沢

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

自
然
と
遊
ぶ
…
軽
井
沢

サ
イ
ク
リ
ン
グ

小
径
を
訪
ね
る
…
軽
井
沢

文
学
散
歩

感
動
よ
み
が
え
る
…
軽
井
沢

森
林
浴

緑
に
染
ま
る
…
軽
井
沢

遊
歩
道

風
に
誘
わ
れ
る
…
軽
井
沢

伝
説

美
術
館
・
文
化
施
設

特
産
品

昔
を
し
の
ぶ
…
軽
井
沢

ロ
マ
ン
の
彩
り
…
軽
井
沢

こ
こ
に
技
あ
り
…
軽
井
沢

　
軽
井
沢
一
帯
は
、富
士
山
麓
、
奥
日
光
と
な
ら

ぶ
わ
が
国
三
大
野
鳥
の
繁
殖
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
軽
井
沢
高
原
に
生
息
す
る
野
鳥
は
約
１

２
０
〜
１
３
０
種
類
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、ゆ
た

か
な
緑
の
高
原
エ
リ
ア
は
鳥
獣
保
護
区
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
星
野
地
区
一
帯
に
は
全
国
で
も

め
ず
ら
し
い
「
国
設
野
鳥
の
森
」
が
あ
る
ほ
か
、町

内
至
る
と
こ
ろ
に
森
が
あ
り
、野
鳥
の
生
態
を
観

察
す
る
に
は
最
適
な
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
井
沢
に
は
、万
葉
の
昔
か
ら
現
代
に
及
ぶ
数

々
の
文
学
碑
や
記
念
碑
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
文
学
碑
を
め
ぐ
る
旅
は
、人
々
の
心
に
忘

れ
て
い
た
感
動
や
ロ
マ
ン
を
呼
び
さ
ま
し
て
く
れ

ま
す
。こ
の
地
を
深
く
愛
し
、こ
こ
に
暮
ら
し
て
創

作
の
筆
を
ふ
る
っ
た
数
多
く
の
文
学
者
や
詩
人
た

ち
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
も
、軽
井
沢
な
ら
で
は

の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
峰
の
茶
屋
〜
三
笠
間
を
結
ぶ
全
長
　
　
の
信
濃

路
自
然
歩
道
。
湯
川
の
清
流
沿
い
に
カ
ラ
松
林
を

縫
う
よ
う
に
延
び
て
い
る
さ
わ
や
か
な
コ
ー
ス
で
、

白
糸
の
滝
、竜
返
し
の
滝
、
軽
井
沢
レ
ク
の
森
が

あ
る
小
瀬
へ
と
通
じ
、水
遊
び
や
散
策
コ
ー
ス
が
め

ぐ
ら
さ
れ
見
ど
こ
ろ
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
所
要

時
間
は
約
４
時
間
　
分
。
ま
た
、旧
碓
氷
峠
遊

覧
歩
道
は
旧
軽
井
沢
の
二
手
橋
か
ら
見
晴
台
へ
と

向
か
い
、渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
を
耳
に
、
時
折
姿
を

あ
ら
わ
す
リ
ス
や
野
鳥
な
ど
と
出
会
え
る
野
趣
ゆ

た
か
な
自
然
歩
道
。
新
緑
の
春
か
ら
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
二
手
橋
か
ら
見
晴
台
ま
で

の
所
要
時
間
は
約
１
時
間
　
分
。

　
軽
井
沢
に
は
、国
の
重
要
文
化
財
の
旧
三
笠
ホ
テ

ル
を
は
じ
め
、
貴
重
な
展
示
品
が
並
ぶ
資
料
館
・
郷

土
館
な
ど
の
文
化
施
設
や
個
性
ゆ
た
か
な
美
術
館

が
点
々
と
続
い
て
い
ま
す
。
四
季
ご
と
に
表
情
を

変
え
る
高
原
風
景
の
中
に
た
た
ず
む
こ
れ
ら
の
施

設
を
、お
好
み
の
季
節
に
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

沢
彫
り
が
確
立
。
昭
和
　
年
に
は
長
野
県
伝
統

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。他
に
も
、み
ず
み

ず
し
い
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
高
原
野
菜
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
、野
沢
菜
漬
、そ
ば
な
ど
軽
井

沢
な
ら
で
は
の
風
味
ゆ
た
か
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
井
沢
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
つ
に
あ
げ
ら

れ
る
軽
井
沢
彫
り
は
、明
治
　
年
に
外
国
人
向
け

の
家
具
と
し
て
そ
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。当

初
は
日
光
彫
り
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、そ
の

後
独
創
的
な
工
夫
が
凝
さ
れ
て
、今
日
の
軽
井

　
清
ら
か
な
空
気
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
軽
井
沢
高

原
は
、四
季
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の

施
設
も
豊
富
で
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
テ
ニ

ス
、ゴ
ル
フ
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、ま
た
冬
は
各
種
大
会

が
催
さ
れ
る
ス
キ
ー
、ス
ケ
ー
ト
、カ
ー
リ
ン
グ
を

始
め
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
も
盛
ん
で
す
。

　
さ
わ
や
か
な
緑
の
風
の
中
、優
し
い
陽
ざ
し
を
い

っ
ぱ
い
に
浴
び
て
高
原
の
道
を
め
ぐ
る
。美
し
い
自

然
を
訪
ね
て
気
ま
ま
に
走
り
回
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

は
軽
井
沢
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
。さ
ら
に
、
交

通
の
面
か
ら
も
安
全
で
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
に
多
彩
な
推
奨
コ
ー
ス
や
案
内
標
識

も
設
け
ら
れ
、思
い
思
い
の
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
内
全
域
が
カ
ラ
松
や
白
樺
の
木
立
に
包
ま
れ

た
軽
井
沢
は
、ま
さ
に
緑
の
宝
庫
で
す
。こ
の
数
多

く
の
木
々
が
酸
素
を
つ
く
り「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」と

い
う
体
に
よ
い
物
質
を
撒
き
散
ら
し
ま
す
。
別
荘

の
林
の
中
、高
原
の
森
の
小
径
、湖
畔
の
木
立
な

ど
、軽
井
沢
は
ど
こ
を
訪
ね
て
も
森
林
浴
エ
リ
ア
。

た
っ
ぷ
り
と
緑
を
吸
い
込
む
森
林
浴
で
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
数
多
く
の
伝
説
が
残
る
軽
井
沢
。中
で
も
よ
く

知
ら
れ
る
の
が
「
釜
が
淵
の
カ
ッ
パ
」
で
す
。
鳥
井

原
か
ら
発
地
へ
と
続
く
道
の
途
中
の
湯
川
に
か
か

る
永
久
橋
が
釜
が
淵
橋
で
す
が
、昔
、橋
の
下
に
一

匹
の
気
立
て
の
い
い
カ
ッ
パ
が
住
み
つ
い
て
い
ま

し
た
。婚
礼
や
葬
儀
の
時
な
ど
に
食
器
が
足
り
な
い

と
こ
の
カ
ッ
パ
に
頼
む
と
、必
ず
余
る
ほ
ど
気
前
よ

く
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
借
り

た
食
器
を
壊
し
謝
り
も
せ
ず
に
返
し
た
人
が
あ
っ

て
か
ら
と
い
う
も
の
、も
う
誰
が
頼
ん
で
も
貸
し

て
は
く
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。気
く
ば

り
時
代
の
現
代
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
り
そ
う

な
伝
説
で
す
。

41

58

30

30

10
㎞

や
　
し
ゅ

　
軽
井
沢
高
原
に
は
１
、５
０
０
種
類
も
の
植
物

が
自
生
し
、町
の
あ
ち
こ
ち
で
可
憐
な
花
々
の
姿
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
植
物
を
集

め
て
開
設
さ
れ
た
植
物
園
に
は
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
、ハ

ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ
、レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
な
ど
、学
術
的
に
も
と
て
も
貴
重
な
植
物
が

咲
き
乱
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

軽
井
沢
の
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
〝
生
き
た
教
材
〞

と
し
て
訪
れ
る
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
軽
井
沢
は
、中
山
道
・
浅
間
根
腰
の
三
宿（
軽

井
沢
・
沓
掛
・
追
分
）の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し

た
が
、江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、交
通
の
発
達
な
ど

に
よ
り
宿
場
町
と
し
て
の
使
命
を
た
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、明
治
　
年
に
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
途
中
に
軽
井
沢
に
立
ち
寄
っ
た
カ
ナ
ダ

生
ま
れ
の
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
が
、こ
の
地
が
故
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
似

て
い
る
こ
と
に
感
嘆
し
、明
治
　
年
に
大
塚
山
に

別
荘
を
構
え
多
く
の
著
名
人
に
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
別
荘
第
１
号
と
な
り
〝
保
健
休
養
地
軽

井
沢
〞の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。二
手
橋
手
前

の
日
本
聖
公
会
の
一
隅
に
は
、こ
れ
を
記
念
し
て

町
民
の
手
で
建
て
ら
れ
た
シ
ョ
ー
氏
記
念
碑
と

胸
像
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。19

21

耳を澄ませば、軽井沢の季節からの伝言が聞こえます。
目をとじれば、軽井沢の自然の色がゆたかにふくらみはじめます。
心を開けば、軽井沢の歴史ロマンがひそかに甦ってきます。

よみがえ

篠ノ井
19

19
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20
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406

148

147

254
152

141

146

145

142

142

8 8

軽

井

沢

中
軽
井
沢

信
濃
追
分

北陸本線

北陸自動車道

上信越自動車道

上信越自動車道

長野新幹線

直江津

上越JCT 上越I.C

中郷I.C

信州中野I.C

須坂長野東I.C

軽井沢

長野

小諸

しなの鉄道
高崎

長野原

長野I.C

大屋

丸子

白樺湖

飯田へ

佐久

上田 高崎
  I.C

前橋I.C

藤岡JCT

小諸I.C

佐久I.C

須玉I.C

新 潟

長 岡

新
青
森

八
戸

盛
岡

仙
台

東
京

名
古
屋

関
越
自
動
車
道

沼
田
東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

藤
岡

碓
氷
軽
井
沢

更
埴

I.C

I.C

更
埴
JCT

I.C

I.C小
海
線

上
越
新
幹
線

関
越
自
動
車
道

中央自動車道

中央東線
東海道新幹線・東海道本線

小淵沢

和
田
峠

豊橋

茅野諏
訪

下
諏
訪

中
央
西
線

松本

岡谷I.C
岡谷
JCT塩尻

松本I.C

豊科
I.C

大町
北
陸
自
動
車
道

飯
田
線

白馬

大
糸
線

長野
自動
車道

富
山
へ

糸魚
川I.C

糸魚
川

京
　
都

大
　
阪

篠ノ井

藤岡JCT

東　京

大　阪

大　阪

大　阪

新　宿

信濃追分

小淵沢

軽井沢

軽井沢

軽井沢

軽井沢

名古屋

小　諸

名古屋

名古屋

小淵沢

中軽井沢

塩　尻

軽井沢

長　野

東　京

小　諸

JRで
新幹線
70分
中央線
140分
新幹線
60分
新幹線
60分
新幹線
60分
小海線
140分

しなの鉄道
4分
小海線
140分
新幹線
115分
中央線
175分
中央線
115分

しなの鉄道
4分

しなの鉄道
20分
新幹線
70分
新幹線
30分
中央線
40分

しなの鉄道
20分

車で

岡谷JCT 更埴JCT 小 諸 軽井沢R18
23Ｋ

中央道
163Ｋ

長野道
76Ｋ

上信越道
38Ｋ

東　京

東　京

藤岡JCT

佐  久

岡谷JCT

諏 訪

上越JCT

小  諸

更埴JCT 小 諸

小 諸大　阪

大　阪

金　沢

軽井沢碓氷軽井沢

軽井沢

軽井沢

軽井沢

関越道
81Ｋ

上信越道
51Ｋ

R18
23Ｋ

上信越道
67Ｋ
R18
23Ｋ

上信越道
130Ｋ

上信越道
38Ｋ

北陸道
176Ｋ

　
10Ｋ

中央道
132Ｋ

名神
196Ｋ

名 神
196Ｋ

中央道
173Ｋ

中央道
163Ｋ

R152
30Ｋ

Ｒ142
50Ｋ

Ｒ254
67Ｋ

R18
23Ｋ

R18
41Ｋ

R141
80Ｋ

R141
15Ｋ

R18
23Ｋ

中央道
55Ｋ

長野道
76Ｋ

上信越道
38Ｋ

長野道
26Ｋ

須  玉

名古屋

名古屋

白樺湖

岡谷JCT 松 本 大 屋

更埴JCT 軽井沢

軽井沢

軽井沢

小 諸更埴JCT

軽井沢への交通ガイド

軽井沢には、さわやかな風と〝ポイ捨て禁止条例〟があります。

ゴミは、思い出と一緒に持ち帰りましょう。

http://www.town.karuizawa.nagano.jp/

http://karuizawa-kankokyokai.jp

（0267）42   2491☎
（0267）45   6050☎
（0267）42   5538☎

このパンフレットは再生紙を使用し、印刷インクには揮発性のない

植物性の比率を増やした「大豆インク」を使用しております。

軽井沢町役場ホームページ

軽井沢観光協会ホームページ

長野県軽井沢町
軽井沢観光案内所（軽井沢駅内）

軽井沢観光案内所（中軽井沢駅内）

軽 井 沢 観 光 会 館

●お問い合せは

ようこそ、自然がくれた懐かしい風景の中へ。

［軽井沢マップ］
KARUIZAWA

H23.4 発行

春春
野
の
花
が
新
し
い
季
節
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
く
。

芽
吹
い
た
カ
ラ
マ
ツ
の
小
径
に
春
の
薫
り
が
そ
よ
ぎ
は
じ
め
る
。

夏夏
静
か
に
訪
れ
る
梅
雨
は
生
命
の
源
。

森
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
カ
ッ
コ
ウ
の
声
が
旅
の
案
内
人
。

３
月…

渡
り
鳥
が
や
っ
て
く
る

４
月…

コ
ブ
シ
の
花
の
白
さ
が
印
象
的

５
月…

カ
ラ
マ
ツ
の
芽
吹
き
、
若
葉
ま
つ
り

６
月…

霧
の
軽
井
沢

７
月…

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
最
盛
期

８
月…

各
種
テ
ニ
ス
大
会
、
夏
祭
り
、

　
　
　
盆
踊
り（
各
地
区
）、
花
火
大
会

冬冬
浅
間
山
を
背
景
に
き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

町
が
冬
の
序
奏
を
奏
で
は
じ
め
る
。

秋秋
美
し
く
織
り
上
げ
ら
れ
る
紅
葉
も
よ
う
。

枯
葉
の
町
の
散
策
が
絵
に
な
る
シ
ー
ズ
ン
。

　
月
上
旬
〜
２
月
中
旬

　
軽
井
沢
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

12

９
月…

ス
ス
キ
が
山
麓
に
ゆ
れ
る

　
月…

紅
葉
ま
つ
り

　
月…

初
霜

1011

152



楽
し
さ
ふ
く
ら
む
…
軽
井
沢

宿
泊
施
設

イ
ベ
ン
ト

ゆ
た
か
に
憩
う
…
軽
井
沢

公
共
施
設

も
っ
と
知
り
た
い
…
軽
井
沢

　
さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
で
、
テ
ニ
ス
大
会

や
ホ
リ
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、
町
内
各
所
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
る
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
ｉ
ｎ

軽
井
沢
よ
り
始
ま
リ
、
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
加
え
よ
り
一
層
充
実
。

楽
し
い
一
時
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　高原の散策やスポーツ・レジャーを満喫した

後は、自分流のスタイルでゆったりと過ごした

いもの。軽井沢にある宿泊施設は、ホテル、

旅館、民宿、ペンションなど種類もさまざまで、

お好みのプランに合わせて選んでいただけます。

新緑萌える春から白銀のベールに包まれる

冬までオールシーズンきめ細かなサービスに

努めています。

●
軽
井
沢
若
葉
ま
つ
り

●
軽
井
沢
紅
葉
ま
つ
り

●
軽
井
沢
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

［主な文学碑・記念碑］

［主な美術・文化施設］

［利用できる公共施設］

［軽井沢宿泊施設］

計38か所

市外局番
0267

碓氷峠方面……
旧軽井沢方面…
中軽井沢方面…
追分方面………

旧三笠ホテル
歴史民俗資料館
歴史民俗資料館分室市村記念館
追分宿郷土館
堀辰雄文学記念館
セゾン現代美術館
田崎美術館
軽井沢高原文庫
ペイネ美術館
軽井沢絵本の森美術館
脇田美術館
ル ヴァン美術館
エルツおもちゃ博物館
軽井沢オリンピック記念館
（旧）軽井沢駅舎記念館
軽井沢型絵染美術館
室生犀星記念館
軽井沢大賀ホール

市外局番
0267

追分第二運動場（テニスコート）
風越公園夫婦石マレットゴルフ場
風越公園グラウンド・屋外テニスコート
風越公園スケート場
風越公園アイスアリーナ
スカップ軽井沢（プール又はカーリング場）
勤労者体育センター
軽井沢町植物園
中央公民館
社会体育館
図書館
町営旧軽井沢駐車場
観光会館
軽井沢観光案内所（中軽井沢駅内）
軽井沢観光案内所（軽井沢駅内）

ホテル・旅館
民宿
ペンション

51軒（9,068人収容）
24軒（1,344人収容）
72軒（1,946人収容）

一つ家の歌碑
室生犀星の詩碑
北原白秋文学碑
芭蕉句碑

ほか10か所
ほか５か所
ほか13か所
ほか６か所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

石尊山
（1,667m）

血の池

赤滝

鹿島の森

精
進
場
川

雲場池

扇  平

矢ヶ
崎

川

釜の沢

鶴　溜野鳥の森

南ヶ丘
塩沢湖

川

川

泥

湯

座禅窟 有島武郎終焉地碑

正宗白鳥文学碑

室生犀星文学碑

日本聖公会
ショーハウス記念館

小浅間山
（1,655m）

浅間山
（2,568m）

国境平
（1.383m）

鼻曲山
（1,654m）

留夫山
（1,591m）

一ノ字山
（1,336m）

愛宕山
（1,174m）

離  山
（1,255m）

碓氷峠見晴台
（1,205m）

押立山

八風山
（1,315m）

千ヶ滝

白糸の滝

竜返しの滝

峰の茶屋

万山望

白糸の滝

長日向

唐松沢

東京大学
浅間火山観測所

鬼
押
ハ
イ
ウ
ェ
イ

至長野原・草津

至高崎

碓氷峠

至
三原・草津・万座
鬼押し出し園

146

146

18

18

18

18

18

N

旧軽井沢ゴルフクラブ

重要文化財
旧三笠ホテル

三笠

旧碓氷峠遊覧歩道

か
ら
松
並
木

登山道東口

登山道中央口

もみ
じ通り

ショー氏記念碑

碓氷峠碑
つり橋

二手橋
芭蕉句碑

軽井沢会テニスコート
御膳水 町営駐車場

旧軽井沢 旧軽
ロータリー

（胸像）
聖パウロ教会

神宮寺

観光会館 室生犀星記念館

ユニオンチャーチ

諏訪神社
諏訪の森公園

中部電力前

脇田美術館

外人墓地

鹿島卯女句碑

杉浦翠子歌碑

皇后陛下御歌碑

歴史民俗資料館
軽井沢現代美術館

北野沢原公園

西野沢原公園軽井沢警察署軽井沢高校

軽井沢中学校

軽井沢病院
軽井沢町役場

中央公民館

宝性寺

朱楽管江狂歌碑

沓掛時次郎碑

長倉公園狩野公園

観光案内所

聖クララ修道院

西部小学校
一里塚

借宿
遠近宮
借宿公園

保健福祉総合施設
木もれ陽の里

中部小入口

中部小学校

軽井沢消防署

富ヶ丘

田崎美術館
軽井沢高原教会

ハルニレテラス

石の教会
内村鑑三記念堂

（星野遊学堂）

五島茂・美代子夫妻歌碑

上の原

千ヶ滝温泉

セゾン現代美術館

長倉の牧堤跡

長倉北公園

長倉神社

病院前

湯川ふるさと公園

軽井沢町立図書館
市村記念館

社会体育館

軽井沢キリスト教会

泉の里

雲場公園

（旧）軽井沢駅舎記念館

観光案内所

軽井沢型絵染美術館

六本辻

恵みシャレー

東部小学校

東部小学校前

矢ケ崎大橋
矢ケ崎公園

軽井沢大賀ホール

三

至
高
崎
駅

度
山
林
道

熊野皇大神社

一つ家の歌碑
日本武尊をしのぶ歌碑
相馬御風の歌碑
水神の碑
みくにふみの碑
信濃宮宗良親王歌碑
杉浦翠子歌碑
山口誓子句碑
万葉集の歌碑
近藤翁頌徳碑
タゴールの記念碑

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

北原白秋の歌碑
六川水声の句碑
与謝野寛夫妻の歌碑
沖野岩三郎の歌碑
弘田龍太郎曲碑
弘田龍太郎君を弔う碑
吉田絃二郎夫妻の句碑
中西悟堂歌碑

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

西区入口

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

晴山ゴルフ場

軽井沢ゴルフ倶楽部

発
地
川

川
湯

渓
谷

軽井沢72ゴルフ〈東〉

馬越ゴルフ
　　コース

軽井沢
浅間ゴルフコース

軽井沢レイクガーデン

軽井沢72ゴルフ〈西〉

中軽井沢カントリークラブ

三井の森軽井沢
　 カントリー倶楽部

随縁軽井沢
ナインハンドレッド倶楽部

長野新幹線

プリンスホテルスキー場

しなの鉄道

しな
の鉄

道

1,0
00m
林道

なかかるいざわ

かるいざわ

しなのおいわけ

大日向運動場

大日向カトリック教会
大日向開拓記念館（大日向公民館内）

追分公園

奥村さき歌碑

追分宿郷土館

浅間ふれあい公園

浅間神社
追分節発祥の地の石碑

諏訪神社
追分中央公園

追分第二運動場

泉洞寺
稲垣黄鶴の句碑と筆塚

堀辰雄文学記念館堀辰雄文学碑

発電所

南石堂遺跡

馬取の石仏群

ニュータウン

馬取

上発地

下発地

風越公園

柳橋

軽井沢72ゴルフ

治安の
いしずえ前

軽井沢大橋

杉瓜観音

密蔵院

立原道造詩碑　中村真一郎文学碑
軽井沢高原文庫

絵本の森美術館
風越公園アイスアリーナ

塩沢交差点

千住博美術館
（2011年 OPEN予定）

塩沢湖

軽井沢タリアセン
深沢紅子野の花美術館

勤労者体育センター

スカップ軽井沢

軽井沢オリンピック記念館

軽井沢町植物園
風越公園グラウンド・屋外テニスコート風越公園グラウンド・屋外テニスコート

エルツおもちゃ博物館

ペイネ美術館

ル ヴァン美術館

釜が淵園地
釜が淵橋

杉瓜入口

風越夫婦石マレットゴルフ場

風越団地入口

発地の石仏群
風越公園
スケート場

治安の碑

入山峠

入山峠祭祀遺跡

茂沢五輪塔（群）

桝形の茶屋

森羅亭万象の歌碑
追分分去れ
庚甲塚

シャーロックホームズ像

芭蕉句碑
一茶句碑

（
旧

中
山

道
）

至小諸・長野

至御代田・佐久

県道追分小諸線

至

至佐久平駅

至佐久I .C .

至神津牧場・佐久

八

風

林

道

小
諸

駅

道
林

妙
義

荒
船

信

信

白
糸

ハ
イ

ラ
ン

ド
ウ

ェ
イ

濃

濃

路

路

自

自

然

然

歩

歩

道

道

線

サイクリ
ン

グ
専

用
道

路
併

設
女

街
道

（

（

上信越
自動車

道

和美峠 至下仁田

至高崎

碓氷軽井沢I .C .

至松井田
妙義I .C .

碓
氷
バ
イ
パ
ス

軽井沢グリーンライン（軽井沢バイパス）

〒

（浅間サ
ンライン）

18

西武高原バス
軽井沢営業所

千ヶ滝温泉入口

42-7072
42-6334
46-6103
45-1466
45-2050
46-2020
45-1186
45-1175
46-6161
48-3340
42-2639
46-1911
48-2009
48-2145
42-1398
45-8695
45-8695
42-0055
46-6565

45-8456
45-7772
48-2145
45-7772
48-3626
48-2145
48-3433
48-3337
45-8446
45-7772
42-3187
42-3107
42-5538
45-6050
42-2491

　
萌
え
る
新
緑
の
芽
吹
き
の
中
で
、
ハ
イ
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
野
鳥
や
植

物
の
観
察
会
、
各
種
テ
ニ
ス
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
５
月
15
日
に
は
碓
氷
峠
に
あ
る

熊
野
皇
大
神
社
で
祭
典
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

民
宿
割
引
・
美
術
館
割
引
な
ど
特
典
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　
も
う
一
つ
の
軽
井
沢
を
発
見
し
た
り
、
実
り
ゆ
た
か
な
旅

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
公

共
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
軽
井
沢
を
も
っ
と
深
く
知
り
た

い
人
に
は
町
立
図
書
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館
、
ス
ポ
ー
ツ
三

昧
し
た
い
人
に
は
風
越
公
園
グ
ラ
ン
ド
・
風
越
公
園
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
な
ど
が
お
す
す
め
。
軽
井
沢
で
の
行
動
プ
ラ
ン
を

い
ち
だ
ん
と
ワ
イ
ド
に
し
て
く
れ
る
公
共
施
設
で
す
。

20

19

ニュータウン

千ヶ滝東区

千ヶ滝中区

千ヶ滝西区

大日向

浅間台

つくしヶ丘

塩 壺

小 瀬

星 野

峠 町

旧軽井沢

新軽井沢

成 沢

南ヶ丘

鳥井原

中軽井沢

離 山

塩 沢油 井

古 宿

借 宿

追 分

馬 取

上発地

風 越

下発地

杉 瓜

茂 沢

三ツ石

南軽井沢

凡　　　　例
有 料 道 路

国 道

一 般 道

自然歩道・遊覧道路

公

主 要 バ ス 停

衆 ト イ レ

公 営 駐 車 場

あきかんはくずかごに 　 旅の思い出は心のポケットに！ ！！

2 0 0 0 m1 5 0 0 m1 0 0 0 m5 0 0 m0 m

P

P

P

P
P

P

P P

P

P

P

P

P

P

文

軽井沢へ そして軽井沢から始まる旅マップ

32

31

34

30

29

28

34

21 24

26

25

23 27

22

千住博美術館
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